
藝環会 イベントレポート 
 

■開催概要 

本事業「藝環会」は、若手アートスペース運営者やアーティストを招き、現場のリアルな課題や展

望について議論する公開シンポジウムとして開催した。当日は台東区内外から多くの参加者が

訪れ、またオンライン視聴者も当初の想定を上回る数となった。 

 

■当日の進行と会場の様子 

会場には開場直後から参加者が集まり、若手アートスペース関係者、学生、研究者、地域住民

など、多様な客層が見られた。受付周辺では、登壇者の活動紹介資料や区内文化施設の情報

なども手に取られ、開始前から活発な交流が生まれていた。 

第1部では、各登壇者が事前に準備したスライドをもとに、自身の運営するスペースの理念やこ
れまでの活動、現在抱える課題について発表した。スライド形式での共有により、参加者にとって

理解しやすい構成となり、議論の基盤が整った。 

第2部では、登壇者同士によるディスカッションを行い、「ギャラリストに頼らないアーティストのあ
り方」「作品制作と運営の両立」「これからのアートスペースのモデル」など、多角的な視点から深

い議論が交わされた。​
 会場ではうなずきながらメモを取る参加者も多く、真剣に聴く様子が印象的であった。 

 



 

 

■参加者・視聴者から見られた反応 

参加者からは以下のような感想が寄せられた。「内容が非常に濃く、各スペースの状況の違いが

よく分かった」「アーティストが主体的に動く姿勢が見えて面白かった」「登壇者同士の雰囲気が

良く、楽しそうに話すのが伝わってきた」「ギャラリー運営と制作のバランスは確かに課題だと感じ

た」​
また、オンライン視聴した方は、運営面での前向きな指摘（休憩中にマイクが入っていた等）もい

ただき、次回改善に活かす貴重なフィードバックとなった。 

 

■総評 

藝環会は若手文化団体が自律的にネットワークをつくる機会として、また区民をはじめ参加者に

とって「いまのアートの現場」のリアルに触れる場として、大きな意義を持つイベントとなった。​
 参加者の満足度も高く、事業を通して生まれたつながりは今後の展開にもつながると感じてい
る。 
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